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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の伝送端末と確立された通信セッションを用いて第１の画像データの送信を行なう伝
送端末であって、
　前記第１の画像データを取得する画像取得手段と、
　前記第１の画像データを前記伝送端末に接続された映像出力機器に対して表示させ、該
映像出力機器に対する外部からの接触を検知することにより座標データが生成された場合
には、前記第１の画像データと、前記座標データに基づいて生成された第２の画像データ
を重畳させた画像データを前記映像出力機器に対して表示させる映像重畳手段と、
　各伝送端末の前記座標データに対する処理能力を示す処理能力情報を管理する伝送管理
システムから、前記他の伝送端末に対応する前記処理能力情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座標デ
ータに対する処理能力がない旨を示す場合には、前記座標データを第２の画像データに変
換する変換手段と、
　前記第１の画像データと前記第２の画像データを重畳する出力重畳手段と、
　前記受信手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座標デ
ータに対する処理能力がない旨を示す場合には、前記出力重畳手段によって重畳された前
記第１及び第２の画像データを、前記通信セッションを用いて前記他の伝送端末に対して
送信し、前記受信手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記
座標データに対する処理能力がある旨を示す場合には、前記第１の画像データと前記変換
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手段によって変換されていない前記座標データとを、前記通信セッションを用いて前記他
の伝送端末に対して送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする伝送端末。
【請求項２】
　請求項１に記載の伝送端末であって、
　前記受信手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座標デ
ータに対する処理能力がない旨を示す場合には、前記他の伝送端末に前記座標データを送
信しないと判断する判断手段を有し、
　前記判断手段によって前記他の伝送端末に前記座標データを送信しないと判断された場
合には、前記変換手段は前記座標データを前記第２の画像データに変換することを特徴と
する伝送端末。
【請求項３】
　前記座標データに対する処理能力がない伝送端末は、通話を行う通話端末であることを
特徴とする請求項１又は２に記載の伝送端末。
【請求項４】
　前記座標データに対する処理能力がある伝送端末は、外部からの接触により座標データ
を生成する電子黒板であることを特徴とする請求項１に記載の伝送端末。
【請求項５】
　前記処理能力は、各伝送端末がデータのファイル形式、圧縮方式及び記録方式等を解釈
して再生等の処理を行うことができる能力であることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか一項に記載の伝送端末。
【請求項６】
　他の伝送端末と確立された通信セッションを用いて第１の画像データの送信を行なう伝
送端末が実行する伝送方法であって、
　前記第１の画像データを取得する画像取得ステップと、
　前記第１の画像データを前記伝送端末に接続された映像出力機器に対して表示させ、該
映像出力機器に対する外部からの接触を検知することにより座標データが生成された場合
には、前記第１の画像データと、前記座標データに基づいて生成された第２の画像データ
を重畳させた画像データを前記映像出力機器に対して表示させる映像重畳ステップと、
　各伝送端末の前記座標データに対する処理能力を示す処理能力情報を管理する伝送管理
システムから、前記他の伝送端末に対応する前記処理能力情報を受信する受信ステップと
、
　前記受信ステップによって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座
標データに対する処理能力がない旨を示す場合には、前記座標データを第２の画像データ
に変換する変換ステップと、
　前記第１の画像データと前記第２の画像データを重畳する出力重畳ステップと、
　前記受信ステップによって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座
標データに対する処理能力がない旨を示す場合には、前記出力重畳ステップによって重畳
された前記第１及び第２の画像データを、前記通信セッションを用いて前記他の伝送端末
に対して送信し、前記受信ステップによって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝
送端末に前記座標データに対する処理能力がある旨を示す場合には、前記第１の画像デー
タと前記変換ステップによって変換されていない前記座標データとを、前記通信セッショ
ンを用いて前記他の伝送端末に対して送信する送信ステップと、
　を有することを特徴とする伝送方法。
【請求項７】
　コンピュータに、請求項６に記載の各ステップを実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、他の伝送端末と画像データの送受信を行なう発明に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　インターネット等の通信ネットワークを介して遠隔地との間で通信する通信システムが
普及している。当該通信システムとしては、例えば、遠隔会議を行う会議システムが挙げ
られる（特許文献１参照）。一般的な会議システムでは、遠隔会議を行う当事者の一方が
利用する通話端末が、会議室の被写体の画像や音をデジタルデータに変換して、当事者の
他方が利用する通話端末に送信する。次に、当事者の他方が利用する通話端末は、ディス
プレイに画像を表示させると共にスピーカから音を出力させる。これにより、実際の会議
に近い状態で遠隔地間の会議を行うことができる。
【０００３】
　また、企業や教育機関、行政機関等における会議等において、ディスプレイに背景画像
を表示させ、この背景画像の上にユーザが文字や数字、図形等のストローク画像を描画可
能な電子黒板が利用されている（特許文献２参照）。このストローク画像は、電子黒板が
、人が電子ペンや手で外部からディスプレイに接触させることで描いた内容を電子的に変
換して、座標データを生成することによって描画される。また、この電子黒板と上述の通
話端末は同時に会議等で使うことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、電子黒板等の伝送端末は座標データを処理可能であるが、通話端末等の
他の伝送端末は座標データを処理可能ではない。そのため、例えば、電子黒板等の伝送端
末から、通話端末等の他の伝送端末に座標データを送信しても、通話端末等の他の伝送端
末は座標データに基づく画像を再生することができないという課題が生じる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明は、他の伝送端末と確立された通信セッションを用いて第１の画像
データの送信を行なう伝送端末であって、前記第１の画像データを取得する画像取得手段
と、前記第１の画像データを前記伝送端末に接続された映像出力機器に対して表示させ、
該映像出力機器に対する外部からの接触を検知することにより座標データが生成された場
合には、前記第１の画像データと、前記座標データに基づいて生成された第２の画像デー
タを重畳させた画像データを前記映像出力機器に対して表示させる映像重畳手段と、各伝
送端末の前記座標データに対する処理能力を示す処理能力情報を管理する伝送管理システ
ムから、前記他の伝送端末に対応する前記処理能力情報を受信する受信手段と、前記受信
手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座標データに対す
る処理能力がない旨を示す場合には、前記座標データを第２の画像データに変換する変換
手段と、前記第１の画像データと前記第２の画像データを重畳する出力重畳手段と、前記
受信手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座標データに
対する処理能力がない旨を示す場合には、前記出力重畳手段によって重畳された前記第１
及び第２の画像データを、前記通信セッションを用いて前記他の伝送端末に対して送信し
、前記受信手段によって受信された前記処理能力情報が、前記他の伝送端末に前記座標デ
ータに対する処理能力がある旨を示す場合には、前記第１の画像データと前記変換手段に
よって変換されていない前記座標データとを、前記通信セッションを用いて前記他の伝送
端末に対して送信する送信手段と、を有することを特徴とする伝送端末である。
【発明の効果】
【０００６】
　以上説明したように本発明の伝送端末は、他の伝送端末に座標データに対する処理能力
がない場合には、座標データを画像データに変換して送信するため、他の伝送端末では座
標データに基づく画像を再生することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
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【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る伝送システムの概略図である。
【図２】図２は、伝送システムにおける画像データ、音データ、及び各種管理情報の送受
信の状態を示した概念図である。
【図３】図３は、画像データの画質を説明する概念図である。
【図４】図４は、通話端末の外観図である。
【図５】図５は、通話端末のハードウェア構成図である。
【図６】図６は、電子黒板のハードウェア構成図である。
【図７】図７は、伝送管理システム、中継装置、プログラム提供システム、及びメンテナ
ンスシステムのハードウェア構成図である。
【図８】図８は、通話端末の機能ブロック図である。
【図９】図９は、電子黒板の機能ブロック図である。
【図１０】図１０は、各画像レイヤの構成図である。
【図１１】図１１は、ページデータを示す概念図である。
【図１２】図１２は、ストロークデータを示す概念図である。
【図１３】座標配列データを示す概念図である。
【図１４】メディアデータを示す概念図である。
【図１５】伝送管理システム５０の機能ブロック図である。
【図１６】図１６は、認証管理ＤＢの概念図である。
【図１７】図１７は、端末管理ＤＢの概念図である。
【図１８】図１８は、宛先リスト管理ＤＢの概念図である。
【図１９】図１９は、通話端末間で映像データの送受信を開始する準備段階の処理を示し
たシーケンス図である。
【図２０】図２０は、宛先リスト画面の概念図である。
【図２１】図２１は、宛先候補の選択から映像データの送受信を開始するまでの処理を示
したシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を用いて、本発明の一実施形態に係る伝送システム１について説明する。
【０００９】
　なお、伝送システム１には、複数の端末間で情報や感情等を相互に伝達するコミュニケ
ーションシステムが含まれる。このコミュニケーションシステムは、コミュニケーション
管理システム（本実施形態の「伝送管理システム」に相当）を介して複数のコミュニケー
ション端末（「通話端末」に相当）間で情報や感情等を相互に伝達するためのシステムで
あり、テレビ（ビデオ）会議システム等が例として挙げられる。
【００１０】
　＜＜実施形態の全体構成＞＞
　まず、図１乃至図３を用いて、本実施形態の全体構成について説明する。図１は、本発
明の一実施形態に係る伝送システムの概略図である。図２は、伝送システムにおける画像
データ、音データ、及び各種管理情報の送受信の状態を示した概念図である。図３は、画
像データの画質を説明する概念図である。
【００１１】
　まず、図１に示されている伝送システム１は、複数の通話端末（１０ａａ，１０ａｂ，
…）、各通話端末（１０ａａ，１０ａｂ，…）用のディスプレイ（１２０ａａ，１２０ａ
ｂ，…）、複数の電子黒板（２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄ）、伝送管理システム５０
、複数の中継装置（８０ａ，８０ｂ，８０ｃ，８０ｄ）、プログラム提供システム９０、
及びメンテナンスシステム１００によって構築されている。
【００１２】
　複数の通話端末１０は、コンテンツデータの一例としての画像データ及び音データの送
受信による伝送を行う。なお、コンテンツデータの他の例として、テキストデータが挙げ
られる。また、コンテンツデータには、画像データ、音データ、テキストデータのうち少
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なくとも１つが含まれていればよい。
【００１３】
　なお、以下では、複数の通話端末（１０ａａ，１０ａｂ，…）のうち任意の通話端末は
「通話端末１０」と表し、複数のディスプレイ（１２０ａａ，１２０ａｂ，…）のうち任
意のディスプレイは「ディスプレイ１２０」と表している。また、複数の電子黒板（２０
ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄ）のうち任意の電子黒板は「電子黒板２０」と表し、複数の
中継装置（８０ａ，８０ｂ，８０ｃ，８０ｄ）のうち任意の中継装置は「中継装置８０」
と表している。更に、本実施形態では、通話端末１０及び電子黒板２０をまとめて表す場
合は、「伝送端末」と表している。
【００１４】
　また、テレビ会議等のコミュニケーションのための通信の開始を要求する要求元である
通話端末１０は「開始端末」と表し、要求先である宛先（中継先）としての通話端末１０
は「宛先端末」と表している。
【００１５】
　また、図２に示されているように、開始端末及び宛先端末が共に通話端末である場合に
ついて説明すると、伝送システム１において、開始端末と宛先端末との間では、伝送管理
システム５０を介して、各種の管理情報を送受信するための管理情報用セッションｓｅｉ
が確立される。また、開始端末と宛先端末との間では、H.264/SVCの映像符号化標準規格
を利用し、中継装置８０を介して、高解像度の画像データ、中解像度の画像データ、低解
像度の画像データ、及び音データの４つの各データを送受信するための４つのセッション
が確立される。ここでは、これら４つのセッションをまとめて、画像・音データ用セッシ
ョンｓｅｄとして示している。なお、開始端末と宛先端末との間で必ずしも中継装置８０
を介する必要はなく、開始端末及び宛先端末との間で、直接、画像・音データ用セッショ
ンｓｅｄを確立してもよい。
【００１６】
　なお、開始端末及び宛先端末の関係は、通話端末及び通話端末の場合だけでなく、通話
端末及び電子黒板、電子黒板及び通話端末、並びに、電子黒板及び電子黒板の場合であっ
てもよい。いずれの場合も、開始端末と宛先端末との間では、H.264/SVCの映像符号化標
準規格を利用して、画像データを送信する。
【００１７】
　ここで、本実施形態で扱われる画像データの画像の解像度について説明する。図３（ａ
）に示されているように、横が１６０画素、縦が１２０画素から成り、ベース画像となる
低解像度の画像と、図３（ｂ）に示されているように、横が３２０画素、縦が２４０画素
から成る中解像度の画像と、図３（Ｃ）に示されているように、横が６４０画素、縦が４
８０画素から成る高解像度の画像とがある。このうち、狭帯域経路を経由する場合には、
ベース画像となる低解像度の画像データのみから成る低画質の画像データが中継される。
帯域が比較的広い場合には、ベース画像となる低解像度の画像データ、及び中解像度の画
像データから成る中画質の画像データが中継される。また、帯域が非常に広い場合には、
ベース画質となる低解像度の画像データ、中画解像度の画像データ、及び高解像度の画像
データから成る高画質の画像データが中継される。
【００１８】
　次に、図１に示されている中継装置８０は、複数の通話端末１０の間で、コンテンツデ
ータの中継を行う。伝送管理システム５０は、通話端末１０からのログイン認証、通話端
末１０の通話状況の管理、宛先リストの管理等、及び中継装置８０の通信状況等を一元的
に管理する。なお、画像データの画像は、動画であっても静止画であってもよく、動画と
静止画の両方であってもよい。
【００１９】
　複数のルータ（７０ａ，７０ｂ，７０ｃ，７０ｄ，７０ａｂ，７０ｃｄ）は、画像デー
タ及び音データの最適な経路の選択を行う。なお、以下では、ルータ（７０ａ，７０ｂ，
７０ｃ，７０ｄ，７０ａｂ，７０ｃｄ）のうち任意のルータは「ルータ７０」と表されて
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いる。
【００２０】
　プログラム提供システム９０は、後述のＨＤ(Hard Disk)２０４を備えており、通話端
末１０に各種機能を実現させる（又は、通話端末１０を各種手段として機能させる）ため
の通話端末用プログラムが記憶され、通話端末１０に通話端末用プログラムを送信するこ
とができる。また、プログラム提供システム９０のＨＤ２０４には、電子黒板２０に各種
機能を実現させる（又は、電子黒板２０を各種手段として機能させる）ための電子黒板用
プログラムも記憶されており、電子黒板２０に、電子黒板用プログラムを送信することが
できる。更に、プログラム提供システム９０のＨＤ２０４には、中継装置８０に各種機能
を実現させる（又は、中継装置８０を各種手段として機能させる）ための中継装置用プロ
グラムも記憶されており、中継装置８０に、中継装置用プログラムを送信することができ
る。
【００２１】
　更に、プログラム提供システム９０のＨＤ２０４には、伝送管理システム５０に各種機
能を実現させる（又は、伝送管理システム５０を各種手段として機能させる）ための伝送
管理用プログラムも記憶されており、伝送管理システム５０に、伝送管理用プログラムを
送信することができる。
【００２２】
　メンテナンスシステム１００は、通話端末１０、中継装置８０、伝送管理システム５０
、及びプログラム提供システム９０のうちの少なくとも１つの維持、管理、又は保守を行
うためのコンピュータである。例えば、メンテナンスシステム１００が国内に設置され、
通話端末１０、中継装置８０、伝送管理システム５０、又はプログラム提供システム９０
が国外に設置されている場合、メンテナンスシステム１００は、通信ネットワーク２を介
して遠隔的に、通話端末１０、中継装置８０、伝送管理システム５０、及びプログラム提
供システム９０のうちの少なくとも１つの維持、管理、保守等のメンテナンスを行う。ま
た、メンテナンスシステム１００は、通信ネットワーク２を介さずに、通話端末１０、中
継装置８０、伝送管理システム５０、及びプログラム提供システム９０のうちの少なくと
も１つにおける機種番号、製造番号、販売先、保守点検、又は故障履歴の管理等のメンテ
ナンスを行う。
【００２３】
　ところで、通話端末（１０ａａ，１０ａｂ，１０ａｃ，・・・）、中継装置８０ａ、及
びルータ７０ａは、ＬＡＮ２ａによって通信可能に接続されている。通話端末（１０ｂａ
，１０ｂｂ，１０ｂｃ，・・・）、中継装置８０ｂ、及びルータ７０ｂは、ＬＡＮ２ｂに
よって通信可能に接続されている。また、ＬＡＮ２ａ及びＬＡＮ２ｂは、ルータ７０ａｂ
が含まれた専用線２ａｂによって通信可能に接続されており、所定の地域Ａ内で構築され
ている。例えば、地域Ａは東京の事業所であり、ＬＡＮ２ａは営業一部内で構築されてお
り、ＬＡＮ２ｂは営業二部内で構築されている。
【００２４】
　一方、通話端末（１０ｃａ，１０ｃｂ，１０ｃｃ，・・・）、中継装置８０ｃ、及びル
ータ７０ｃは、ＬＡＮ２ｃによって通信可能に接続されている。通話端末（１０ｄａ，１
０ｄｂ，１０ｄｃ，・・・）、中継装置８０ｄ、及びルータ７０ｄは、ＬＡＮ２ｄによっ
て通信可能に接続されている。また、ＬＡＮ２ｃ及びＬＡＮ２ｄは、ルータ７０ｃｄが含
まれた専用線２ｃｄによって通信可能に接続されており、所定の地域Ｂ内で構築されてい
る。例えば、地域Ｂは大阪の事業所であり、ＬＡＮ２ｃは開発一部内で構築されており、
ＬＡＮ２ｄは開発二部内で構築されている。地域Ａ及び地域Ｂは、それぞれルータ（７０
ａｂ，７０ｃｄ）からインターネット２ｉを介して通信可能に接続されている。
【００２５】
　また、伝送管理システム５０、及びプログラム提供システム９０は、インターネット２
ｉを介して、通話端末１０、及び中継装置８０と通信可能に接続されている。伝送管理シ
ステム５０、及びプログラム提供システム９０は、地域Ａ又は地域Ｂに設置されていても
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よいし、これら以外の地域に設置されていてもよい。
【００２６】
　なお、本実施形態では、ＬＡＮ２ａ、ＬＡＮ２ｂ、専用線２ａｂ、インターネット２ｉ
、専用線２ｃｄ、ＬＡＮ２ｃ、及びＬＡＮ２ｄによって、本実施形態の通信ネットワーク
２が構築されている。この通信ネットワーク２には、有線だけでなく、ＷｉＦｉ（Wirele
ss Fidelity）や、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の無線による通信が行われる箇所
があってもよい。
【００２７】
　また、図１において、各通話端末１０、各電子黒板２０、各中継装置８０、伝送管理シ
ステム５０、各ルータ７０、及びプログラム提供システム９０の下に示されている４組の
数字は、一般的なＩＰｖ４におけるＩＰアドレスを簡易的に示している。例えば、通話端
末１０ａａのＩＰアドレスは「１．２．１．３」である。また、ＩＰｖ４ではなく、ＩＰ
ｖ６を用いてもよいが、説明を簡略化するため、ＩＰｖ４を用いて説明する。
【００２８】
　なお、各通話端末１０は、複数の事業所間での通話や、同じ事業所内の異なる部屋間で
の通話だけでなく、同じ部屋内での通話や、屋外と屋内又は屋外と屋外での通話で使われ
てもよい。各通話端末１０が屋外で使われる場合には、携帯電話通信網等の無線による通
信が行われる。
【００２９】
　＜＜実施形態のハードウェア構成＞＞
　続いて、図４乃至図７を用いて、本実施形態のハードウェア構成を説明する。図４は、
通話端末の外観図である。以下、通話端末１０の長手方向をＸ軸方向、水平面内でＸ軸方
向に直交する方向をＹ軸方向、Ｘ軸方向及びＹ軸方向に直交する方向（鉛直方向）をＺ軸
方向として説明する。
【００３０】
　図４に示されているように、通話端末１０は、筐体１１００、アーム１２００、及びカ
メラハウジング１３００を備えている。このうち、筐体１１００の前側壁面１１１０には
、複数の吸気孔によって形成された不図示の吸気面が設けられており、筐体１１００の後
側壁面１１２０には、複数の排気孔が形成された排気面１１２１が設けられている。これ
により、筐体１１００に内蔵された冷却ファンの駆動によって、不図示の吸気面を介して
端末１０の後方の外気を取り込み、排気面１１２１を介して端末１０の後方へ排気するこ
とができる。筐体１１００の右側壁面１１３０には、収音用孔１１３１が形成され、後述
する内蔵型のマイク１１４によって音、物音、雑音等の音が収音可能となっている。
【００３１】
　筐体１１００の右側壁面１１３０側には、操作パネル１１５０が形成されている。この
操作パネル１１５０には、後述の複数の操作ボタン（１０８ａ～１０８ｅ）、後述の電源
スイッチ１０９、及び後述のアラームランプ１１９が設けられていると共に、後述の内蔵
型のスピーカ１１５からの出力音を通すための複数の音出力孔によって形成された音出面
１１５１が形成されている。また、筐体１１００の左側壁面１１４０側には、アーム１２
００及びカメラハウジング１３００を収容するための凹部としての収容部１１６０が形成
されている。筐体１１００の右側壁面１１３０には、後述の外部機器接続Ｉ／Ｆ１１８に
対して電気的にケーブルを接続するための複数の接続口（１１３２ａ～１１３２ｃ）が設
けられている。一方、筐体１１００の左側壁面１１４０には、後述の外部機器接続Ｉ／Ｆ
１１８に対して電気的にディスプレイ１２０用のケーブル１２０ｃを接続するための不図
示の接続口が設けられている。
【００３２】
　なお、以下では、操作ボタン（１０８ａ～１０８ｅ）のうち任意の操作ボタンを示す場
合には「操作ボタン１０８」を用い、接続口（１１３２ａ～１１３２ｃ）のうち任意の接
続口を示す場合には「接続口１１３２」を用いて説明する。
【００３３】
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　次に、アーム１２００は、トルクヒンジ１２１０を介して筐体１１００に取り付けられ
ており、アーム１２００が筐体１１００に対して、１３５度のチルト角θ１の範囲で、上
下方向に回転可能に構成されている。図４は、チルト角θ１が９０度の状態を示している
。
【００３４】
　カメラハウジング１３００には、後述の内蔵型のカメラ１１２が設けられており、利用
者、書類、及び部屋等を撮像することができる。また、カメラハウジング１３００には、
トルクヒンジ１３１０が形成されている。カメラハウジング１３００は、トルクヒンジ１
３１０を介して、アーム１２００に取り付けられている。そして、カメラハウジング１３
００は、トルクヒンジ１３１０を介してアーム１２００に取り付けられており、カメラハ
ウジング１３００がアーム１２００に対して、図４で示されている状態を０度として±１
８０度のパン角θ２の範囲で、且つ、±４５度のチルト角θ３の範囲で、上下左右方向に
回転可能に構成されている。
【００３５】
　なお、中継装置８０、伝送管理システム５０、プログラム提供システム９０、及びメン
テナンスシステム１００は、それぞれ一般のサーバ・コンピュータの外観と同じであるた
め、外観の説明を省略する。また、電子黒板２０は、会社や学校等で用いられており、人
が後述の電子ペン４や手Ｈで外部からディスプレイ３に接触させることで描いた内容を電
子的に変換して、座標データを生成することができるホワイトボード（コピーボード）で
あり、周知であるため、外観の説明を省略する。
【００３６】
　図５は、通話端末のハードウェア構成図である。図５に示されているように、本実施形
態の通話端末１０は、通話端末１０全体の動作を制御するＣＰＵ(Central Processing Un
it)１０１、ＩＰＬ(Initial Program Loader)等のＣＰＵ１０１の駆動に用いられるプロ
グラムを記憶したＲＯＭ(Read Only Memory)１０２、ＣＰＵ１０１のワークエリアとして
使用されるＲＡＭ(Random Access Memory)１０３、通話端末用プログラム、画像データ、
及び音データ等の各種データを記憶するフラッシュメモリ１０４、ＣＰＵ１０１の制御に
したがってフラッシュメモリ１０４に対する各種データの読み出し又は書き込みを制御す
るＳＳＤ（Solid State Drive）１０５、フラッシュメモリ等の記録メディア１０６に対
するデータの読み出し又は書き込み（記憶）を制御するメディアドライブ１０７、通話端
末１０の宛先を選択する場合などに操作される操作ボタン１０８、通話端末１０の電源の
ＯＮ／ＯＦＦを切り換えるための電源スイッチ１０９、通信ネットワーク２を利用してデ
ータ伝送をするためのネットワークＩ／Ｆ(Interface)１１１を備えている。
【００３７】
　また、通話端末１０は、ＣＰＵ１０１の制御に従って被写体を撮像して画像データを得
る内蔵型のカメラ１１２、このカメラ１１２の駆動を制御する撮像素子Ｉ／Ｆ１１３、音
を入力する内蔵型のマイク１１４、音を出力する内蔵型のスピーカ１１５、ＣＰＵ１０１
の制御に従ってマイク１１４及びスピーカ１１５との間で音信号の入出力を処理する音入
出力Ｉ／Ｆ１１６、ＣＰＵ１０１の制御に従って外付けのディスプレイ１２０に画像デー
タを伝送するディスプレイＩ／Ｆ１１７、図４に示されている接続口１０２１ｇに取り付
けられ各種の外部機器を接続するための外部機器接続Ｉ／Ｆ１１８、通話端末１０の各種
機能の異常を知らせるアラームランプ１１９及び上記各構成要素を図１６に示されている
ように電気的に接続するためのアドレスバスやデータバス等のバスライン１１０を備えて
いる。
【００３８】
　ディスプレイ１２０は、被写体の画像や操作用アイコン等を表示する液晶や有機ＥＬに
よって構成された表示部である。また、ディスプレイ１２０は、ケーブル１２０ｃによっ
てディスプレイＩ／Ｆ１１７に接続される。このケーブル１２０ｃは、アナログＲＧＢ（
ＶＧＡ）信号用のケーブルであってもよいし、コンポーネントビデオ用のケーブルであっ
てもよいし、ＨＤＭＩ(High-Definition Multimedia Interface)やＤＶＩ(Digital Video
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 Interactive)信号用のケーブルであってもよい。　
【００３９】
　カメラ１１２は、レンズや、光を電荷に変換して被写体の画像（映像）を電子化する固
体撮像素子を含み、固体撮像素子として、ＣＭＯＳ(Complementary Metal Oxide Semicon
ductor)や、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）等が用いられる。
【００４０】
　外部機器接続Ｉ／Ｆ１１８には、ＵＳＢ(Universal Serial Bus)ケーブル等によって、
外付けカメラ、外付けマイク、及び外付けスピーカ等の外部機器がそれぞれ接続可能であ
る。外付けカメラが接続された場合には、ＣＰＵ１０１の制御に従って、内蔵型のカメラ
１１２に優先して、外付けカメラが駆動する。同じく、外付けマイクが接続された場合や
、外付けスピーカが接続された場合には、ＣＰＵ１０１の制御に従って、それぞれが内蔵
型のマイク１１４や内蔵型のスピーカ１１５に優先して、外付けマイクや外付けスピーカ
が駆動する。
【００４１】
　なお、カメラ１１２、マイク１１４、及びスピーカ１１５は、必ずしも内蔵されている
必要はなく、外付けカメラ、外付けマイク、及び外付けスピーカのみが接続可能な構成で
あってもよい。また、記録メディア１０６は、端末１０に対して着脱自在な構成となって
いる。また、ＣＰＵ１０１の制御にしたがってデータの読み出し又は書き込みを行うメモ
リであれば、フラッシュメモリ１０４に限らず、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable 
and Programmable ROM）等を用いてもよい。
【００４２】
　続いて、図２を用いて、本実施形態の電子黒板のハードウェア構成を説明する。なお、
図２は、電子黒板のハードウェア構成図である。
【００４３】
　図２に示されているように、電子黒板２０は、電子黒板２０全体の動作を制御するＣＰ
Ｕ２０１、ＩＰＬ等のＣＰＵ２０１の駆動に用いられるプログラムを記憶したＲＯＭ２０
２、ＣＰＵ２０１のワークエリアとして使用されるＲＡＭ２０３、電子黒板２０用のプロ
グラム等の各種データを記憶するＳＳＤ２０４、通信ネットワーク２との通信を制御する
ネットワークコントローラ２０５、及び、ＵＳＢメモリ５との通信を制御する外部記憶コ
ントローラ２０６を備えている。
【００４４】
　また、電子黒板２０は、ノートＰＣ６のディスプレイに対して映像情報を静止画または
動画として表示させるキャプチャデバイス２１１、グラフィクスを専門に扱うＧＰＵ(Gra
phics Processing Unit)２１２、及び、ＧＰＵ２１２からの出力画像をディスプレイ３等
へ出力するために画面表示の制御及び管理を行うディスプレイコントローラ２０５を備え
ている。
【００４５】
　更に、電子黒板２０は、接触センサ２１５の処理を制御するセンサコントローラ２１４
、ディスプレイ３上に電子ペン４やユーザの手Ｈ等が接触したことを検知する接触センサ
２１５を備えている。この接触センサ２１５は、赤外線遮断方式による座標の入力及び座
標の検出を行う。この座標の入力及び座標の検出する方法は、ディスプレイ３の上側両端
部に設置された２つ受発光装置（不図示）が、ディスプレイ３に平行して複数の赤外線を
放射し、ディスプレイ３の周囲に設けられた反射部材によって反射されて、受光素子が放
射した光の光路と同一の光路上を戻って来る光を受光する方法である。接触センサ２１５
は、物体によって遮断された２つの受発光装置が放射した赤外線のＩＤ(Identification)
をセンサコントローラ２１４に出力し、センサコントローラ２１４が、物体の接触位置で
ある座標位置を特定する。なお、以下に示す全ての各ＩＤは、識別情報の一例である。
【００４６】
　また、接触センサ２１５としては、赤外線遮断方式に限らず、静電容量の変化を検知す
ることにより接触位置を特定する静電容量方式のタッチパネル、対向する２つの抵抗膜の
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電圧変化によって接触位置を特定する抵抗膜方式のタッチパネル、接触物体が表示部に接
触することによって生じる電磁誘導を検知して接触位置を特定する電磁誘導方式のタッチ
パネルなどの種々の検出手段を用いてもよい。
【００４７】
　また、電子黒板２０は、電子ペンコントローラ２１６を備えている。この電子ペンコン
トローラ２１６は、電子ペン４と通信することで、ディスプレイ３へのペン先のタッチや
ペン尻のタッチの有無を判断する。なお、電子ペンコントローラ２１６が、電子ペン４の
ペン先及びペン尻だけでなく、電子ペン４のユーザが握る部分や、その他の電子ペンの部
分のタッチの有無を判断するようにしてもよい。
【００４８】
　更に、電子黒板２０は、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３、ＳＳＤ２０４、
ネットワークコントローラ２０５、外部記憶コントローラ２０６、キャプチャデバイス２
１１、ＧＰＵ２１２、センサコントローラ２１４、及び電子ペンコントローラ２１６を、
図２に示されているように電気的に接続するためのアドレスバスやデータバス等のバスラ
イン２２０を備えている。
【００４９】
　続いて、図７を用いて、本実施形態の伝送管理システム５０、中継装置８０、プログラ
ム提供システム９０、及びメンテナンスシステム１００のハードウェア構成を説明する。
図７は、伝送管理システム、中継装置、プログラム提供システム、及びメンテナンスシス
テムのハードウェア構成図である。なお、以下では、代表して伝送管理システム５０のハ
ードウェア構成を説明する。
【００５０】
　伝送管理システム５０は、伝送管理システム５０全体の動作を制御するＣＰＵ５０１、
ＩＰＬ等のＣＰＵ５０１の駆動に用いられるプログラムを記憶したＲＯＭ５０２、ＣＰＵ
５０１のワークエリアとして使用されるＲＡＭ５０３、端末管理用プログラム等の各種デ
ータを記憶するＨＤ５０４、ＣＰＵ５０１の制御にしたがってＨＤ５０４に対する各種デ
ータの読み出し又は書き込みを制御するＨＤＤ(Hard Disk Drive)５０５、フラッシュメ
モリ等の記録メディア５０６に対するデータの読み出し又は書き込み（記憶）を制御する
メディアドライブ５０７、カーソル、メニュー、ウィンドウ、文字、又は画像などの各種
情報を表示するディスプレイ５０８、通信ネットワーク２を利用してデータ伝送をするた
めのネットワークＩ／Ｆ５０９、文字、数値、各種指示などの入力のための複数のキーを
備えたキーボード５１１、各種指示の選択や実行、処理対象の選択、カーソルの移動など
を行うマウス５１２、着脱可能な記録媒体の一例としてのＣＤ－ＲＯＭ(Compact Disc Re
ad Only Memory)５１３に対する各種データの読み出し又は書き込みを制御するＣＤ－Ｒ
ＯＭドライブ５１４、及び、上記各構成要素を電気的に接続するためのアドレスバスやデ
ータバス等のバスライン５１０を備えている。
【００５１】
　また、中継装置８０は、上記伝送管理システム５０と同様のハードウェア構成を有して
いるため、その説明を省略する。
【００５２】
　＜＜実施形態の機能構成＞＞
　以下に図８乃至図１８を用いて、特に、通話端末１０、電子黒板２０、及び伝送管理シ
ステム５０の各機能構成を説明する。
【００５３】
　＜通話端末の機能構成＞
　まず、図８を用いて、通話端末１０の機能構成について説明する。図８は、通話端末の
機能ブロック図である。
【００５４】
　通話端末１０は、図５に示されているハードウェア構成及びプログラムの実行によって
、送受信部１１、操作入力受付部１２、ログイン要求部１３、撮像部１４、音入力部１５
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ａ、音出力部１５ｂ、表示制御部１６、宛先リスト作成部１７、及び記憶・読出処理部１
９等の各手段（機能）を有している。
【００５５】
　また、通話端末１０は、図５に示されているフラッシュメモリ１０４によって構築され
る記憶部１０００を有している。この記憶部１０００には、図１３に示されている後述の
宛先リスト画面の枠部分（後述の各選択領域部分以外の部分）を示す宛先リスト枠データ
が記憶される。また、記憶部１０００には、自端末１０を識別するための端末ＩＤ、及び
パスワード等が記憶される。この記憶部１０００には、宛先端末との通話を行う際に受信
される画像データ及び音データが、受信される度に上書き記憶される。このうち、上書き
される前の画像データによってディスプレイ１２０に画像が表示され、上書きされる前の
音データによってスピーカ１１５から音が出力される。
【００５６】
　送受信部１１は、通信ネットワーク２を介して他の端末、装置又はシステムと各種デー
タ（または情報）の送受信を行う。
【００５７】
　操作入力受付部１２は、利用者による各種入力又は各種選択を受け付ける。例えば、利
用者が、図５に示されている電源スイッチ１０９をＯＮにすると、図８に示されている操
作入力受付部１２が電源ＯＮを受け付けて、電源をＯＮにする。
【００５８】
　ログイン要求部１３は、上記電源ＯＮの受け付けを契機として、送受信部１１から通信
ネットワーク２を介して伝送管理システム５０に、ログインの認証を要求するためのログ
イン要求及び通信を開始するための開始要求を送信する。
【００５９】
　撮像部１４は、被写体を撮像し、この撮像して得た画像データを出力する。
【００６０】
　音入力部１５ａは、マイク１１４によって利用者の音が音信号に変換された後、この音
信号に係る音データを入力する。音出力部１５ｂは、音データに係る音信号をスピーカに
出力し、スピーカ１１５から音を出力させる。
【００６１】
　表示制御部１６は、外付けのディスプレイ１２０に対して画像データを送信するための
制御を行う。
【００６２】
　宛先リスト作成部１７は、記憶部１０００から読み出された、宛先リスト枠データ及び
後述の宛先リスト内容情報に基づいて、図２０に示されているような宛先リスト画面の作
成及び更新を行う。
【００６３】
　また、記憶・読出処理部１９は、記憶部１０００に各種データを記憶したり、記憶部１
０００に記憶された各種データを読み出す処理を行う。
【００６４】
　なお、本実施形態の各ＩＤは、それぞれ端末１０を一意に識別するために使われる言語
、文字、記号、又は各種のしるし等の識別情報を示す。また、各ＩＤは、上記言語、文字
、記号、及び各種のしるしのうち、少なくとも２つが組み合わされた識別情報であっても
よい。　
　＜電子黒板の機能構成＞
　次に、図９乃至図１４を用いて、電子黒板２０の機能構成について説明する。図９は、
電子黒板の機能ブロック図である。
【００６５】
　電子黒板２０は、図６に示されているハードウェア構成及びプログラムの実行によって
、映像取得部２１、座標検知部２２、自動調整部２３、接触検知部２４、イベント振分部
２５、操作処理部２６、ジェスチャ処理部２７、映像重畳部２８、画像処理部３０、及び
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通信制御部６０等の各手段（機能）を有している。
【００６６】
　このうち、映像取得部２１は、ケーブルに接続されたノートＰＣ６等の映像出力機器の
出力映像を取得する。映像取得部２１は、映像出力機器から画像信号を受信すると、この
画像信号を解析して、この画像信号によって形成される映像出力機器の表示画像である画
像フレームの解像度や、この画像フレームの更新頻度などの画像情報を導出し、後述の画
像取得部３１に出力する。
【００６７】
　座標検知部２２は、ディスプレイ３上でユーザによって生じたイベント（ディスプレイ
３上にユーザの手Ｈがタッチされた動作等）の座標位置を検出する。また、座標検知部２
２は、タッチされた面積も検出する。
【００６８】
　自動調整部２３は、電子黒板２０の起動時に起動され、接触センサ２１５が座標検知部
２２に適切な値を出力できるように、接触センサ２１５の光センサ方式におけるセンサー
カメラの画像処理のパラメータを調整する。
【００６９】
　接触検知部２４は、ユーザによって生じたイベント（ディスプレイ３上に電子ペン４の
ペン先又は電子ペン４のペン尻が押下（タッチ）された動作等）を検出する。
【００７０】
　イベント振分部２５は、座標検知部２２によって検知されたイベントの座標位置と接触
検知部２４によって検出された検出結果を、ストローク描画、ＵＩ操作、及びジェスチャ
操作の各イベントに振り分ける。ここで、図１０を用い、ストローク描画、ＵＩ操作、及
びジェスチャ操作について説明する。なお、図１０は、各画像レイヤの構成図である。
【００７１】
　まず、「ストローク描画」は、ディスプレイ３上に図１０に示されている後述のストロ
ーク画像（Ｂ）が表示されている場合に、ユーザがディスプレイ３上で電子ペン４を押下
し、この押下した状態で電子ペン４を移動させ、最終的にディスプレイ３上から電子ペン
４を離すまでのイベントである。このストローク描画により、例えば、アルファベット「
Ｓ」や「Ｔ」等がディスプレイ３上に描画される。なお、この「ストローク描画」には、
画像を描画するだけでなく、既に描画された画像を削除したり、描画された画像を編集し
たりするイベントも含まれる。
【００７２】
　「ＵＩ操作」は、ディスプレイ３上に図１０に示されている後述のＵＩ画像（Ａ）が表
示されている場合に、ユーザが電子ペン４又は手Ｈによって所定の位置を押下したイベン
トである。このＵＩ操作により、例えば、電子ペン４により描画される線の色や幅等が設
定される。
【００７３】
　「ジェスチャ操作」は、ディスプレイ３上に図１０に示されている後述のストローク画
像（Ｂ）が表示されている場合に、ユーザが手Ｈでディスプレイ３上をタッチしたり移動
したりするイベントである。このジェスチャ操作により、例えば、ユーザがディスプレイ
３に手Ｈをタッチさせた状態で手Ｈを移動させることで、画像の拡大（若しくは縮小）、
表示領域の変更、又は、ページ切り換え等を行うことができる。
【００７４】
　続いて、図９に戻り、操作処理部２６は、イベント振分部２５によってＵＩ操作と判断
されたものから、イベントが発生されたＵＩの要素に従って、各種操作を実行する。この
ＵＩの要素としては、例えば、ボタン、リスト、チェックボックス、テキストボックスが
挙げられる。
【００７５】
　ジェスチャ処理部２７は、イベント振分部２５によってジェスチャ操作と判断されたも
のに対応した操作を実行する。
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【００７６】
　映像重畳部２８は、後述の表示重畳部３６で重畳された画像を映像として映像出力機器
（ディスプレイ３等）に対して表示する。また、映像重畳部２８は、映像出力機器（ノー
トＰＣ６等）からの映像に対して、他の映像出力機器（カメラ７等）から送られて来た映
像をピクチャ・イン・ピクチャする。更に、映像重畳部２８は、ピクチャ・イン・ピクチ
ャされてディスプレイ３の一部に表示された映像を、ディスプレイ３の全体に表示させる
ための切り替えを行う。
【００７７】
　（画像処理部の機能構成）
　続いて、画像処理部３０の機能構成について、詳細に説明する。画像処理部３０は、図
１０に示されているような各画像レイヤの重畳処理等を行う。
【００７８】
　そのため、画像処理部３０は、画像取得部３１、ストローク処理部３２、ＵＩ画像生成
部３３、背景生成部３４、レイアウト管理部３５、表示重畳部３６、ページ処理部３７、
ファイル処理部４０、及びページデータ記憶部３００を有している。
【００７９】
　このうち、画像取得部３１は、映像取得部２１で取得された映像から、各フレームを画
像として取得する。この画像は、図１０に示されている出力画像（Ｃ）に相当する。
【００８０】
　ストローク処理部３２は、イベント振分部２５によって割り振られたストローク描画に
係るイベントに基づいて、画像を描画したり、描画された画像を削除したり、描画された
画像を編集する。このストローク描画による画像は、図１６に示されているストローク画
像（Ｂ）に相当する。
【００８１】
　ＵＩ画像生成部３３は、電子黒板２０に予め設定されているＵＩ（ユーザインターフェ
ース）画像を生成する。このＵＩ画像は、図１０に示されているＵＩ画像（Ａ）に相当す
る。
【００８２】
　背景生成部３４は、ディスプレイ３上に表示される背景画像を生成する。この背景画像
は、図１０に示されている背景画像（Ｄ）に相当する。背景画像のパターンは、無地、グ
リッド表示等である。
【００８３】
　レイアウト管理部３５は、表示重畳部３６に対して、画像取得部３１、ストローク処理
部３２、ＵＩ画像生成部３３、及び背景生成部３４から出力された各画像のレイアウトを
示すレイアウト情報を管理している。これにより、レイアウト管理部３５は、表示重畳部
３６に対して、出力画像（Ｃ）及びストローク画像（Ｂ）を、ＵＩ画像（Ａ）及び背景画
像（Ｄ）中のどの位置に表示させるか又は非表示にさせるかを指示することができる。
【００８４】
　表示重畳部３６は、画像取得部３１からの出力画像（Ｃ）、ストローク処理部３２から
のストローク画像（Ｂ）、ＵＩ画像生成部３３からのＵＩ画像（Ａ）、及び、背景生成部
３４からの背景画像（Ｄ）を、レイアウト管理部３５によって指定されたレイアウトに従
って重畳する。これにより、図１０に示されているように、各画像が重なってもユーザが
見える順に、ＵＩ画像（Ａ）、ストローク画像（Ｂ）、出力画像（Ｃ）、及び背景画像（
Ｄ）の各レイアの構成となっている。
【００８５】
　また、表示重畳部３６は、図１０に示されている画像（Ｃ）と画像（Ｄ）を切り替えて
、画像（Ａ）及び画像（Ｂ）に対して排他的に重畳することも可能である。例えば、当初
に、画像（Ａ）、画像（Ｂ）及び画像（Ｃ）が表示されている状態で、電子黒板２０と映
像出力機器（ノートＰＣ６等）との間のケーブルが抜かれた場合には、レイアウト管理部
３５の指定によって、画像（Ｃ）を重畳対象から外し、画像（Ｄ）を表示させることがで
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きる。この場合に、また、表示重畳部３６は、表示の拡大、表示の縮小、表示領域の移動
処理も行う。
【００８６】
　ページ処理部３７は、ストローク画像（Ｂ）のデータと出力画像（Ｃ）のデータを、１
つのページデータにまとめてページデータ記憶部３００に記憶する。また、ページ処理部
３７は、記憶したページデータを画像取得部３１を介して表示重畳部３６に送信すること
で、映像重畳部２８がページデータをディスプレイ３に再表示させることができる。
【００８７】
　更に、ページ処理部３７は、記憶したページデータを画像取得部３１を介して通信制御
部６０に送信することで、通信制御部６０から他の電子黒板２０や通話端末１０にページ
データ（ストローク配列データ、メディアデータ）を送信することができる。また、ペー
ジ処理部３７は、ページデータをストローク処理部３２に送信することで、ストロークの
再編集ができる状態にすることができる。更に、ページ処理部３７は、ページデータを削
除したり複製したりすることもできる。
【００８８】
　また、ページ処理部３７は、ページデータ記憶部３００からページデータを読み出す場
合には、１つにまとめたページデータから、ストローク画像（Ｂ）を示すストローク配列
データ、及び背景画像（Ｄ）を示すメディアデータに分ける。即ち、ページ処理部３７が
ページデータ記憶部３００に記憶する時点でディスプレイ３上に表示されている出力画像
（Ｃ）のデータは、一旦、ページデータ記憶部３００に記憶され、その後にページデータ
記憶部３００から読み出される際には、背景画像（Ｄ）を示すメディアデータとして読み
される。そして、ページ処理部３７は、ページデータ記憶部３００から読み出したページ
データのうち、ストローク画像（Ｂ）を示すストローク配列データを、ストローク処理部
３２に出力する。また、ページ処理部３７は、ページデータ記憶部３００から読み出した
ページデータのうち、背景画像（Ｄ）を示すメディアデータを、画像取得部３１に出力す
る。
【００８９】
　ページデータ記憶部３００は、図１１に示されているようなページデータを記憶する。
図１１は、ページデータを示す概念図である。ページデータは、ディスプレイ３に表示さ
れる１ページ分のデータ（ストロークデータ及び画像データ）である。なお、ページデー
タに含まれるパラメータの種類が多いため、ここでは、図１１乃至１４に分けて、ページ
データの内容を説明する。
【００９０】
　ファイル処理部４０は、電子黒板２０が異常終了した後に、異常終了を検知し、未保存
のページデータを復旧する。例えば、正常終了の場合は、ファイル処理部４０が、ページ
データ記憶部３００からページデータを取得し、ＰＤＦファイルとしてＵＳＢ５に記録す
る。しかし、電源がダウンした等の異常終了の場合は、ページデータがページデータ記憶
部３００に記録されたままになっている。そのため、再び、電源オンになった際に、ファ
イル処理部４０が、ページデータ記憶部３００からページデータを読み出すことで復旧さ
せる。また、ファイル処理部４０は、ＵＳＢメモリ５から、ＰＤＦファイルを読み込み、
各ページをページデータとしてページデータ記憶部３００に記憶する。
【００９１】
　ここで、ページデータについて、詳細に説明する。ページデータは、図１１に示されて
いるように、任意の１ページを識別するためのページデータＩＤ、このページの表示を開
始した時刻を示す開示時刻、ストロークやジェスチャ等によるページの内容の書き換えが
行われなくなった時刻を示す終了時刻、電子ペン４やユーザの手Ｈによるストロークによ
って生じたストローク配列データを識別するためのストローク配列データＩＤ、及びメデ
ィアデータを識別するためのメディアデータＩＤが関連付けて記憶されている。ストロー
ク配列データは、後述の図１０に示されているストローク画像（Ｂ）がディスプレイ３上
に表示されるためのデータである。メディアデータは、後述の図１０に示されている背景
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画像（Ｄ）がディスプレイ３上に表示されるためのデータである。
【００９２】
　このようなページデータにより、例えば、ユーザが電子ペン４によってアルファベット
「Ｓ」を描く場合は一筆書きとなるため、ストロークデータＩＤが１つで一文字のアルフ
ァベット［Ｓ］が示される。ところが、ユーザが電子ペン４によってアルファベット「Ｔ
」を描く場合、二筆書きとなるため、ストロークデータＩＤが２つで一文字のアルファベ
ット「Ｔ」が示されることになる。
【００９３】
　また、ストローク配列データは、図１２に示されているように詳細な情報を示している
。図１２は、ストローク配列データを示す概念図である。図１２に示されているように、
１つのストローク配列データは、複数のストロークデータによって表される。そして、１
つのストロークデータは、このストロークデータを識別するためのストロークデータＩＤ
、１つのストロークの書き始めの時刻を示す開始時刻、１つのストロークの書き終わりの
時刻を示す終了時刻、ストロークの色、ストロークの幅、及び、ストロークの通過点の配
列を識別するための座標配列データＩＤを示している。
【００９４】
　更に、この座標配列データは、図１３に示されているように詳細な情報を示している。
図１３は、座標配列データを示す概念図である。図１３に示されているように、座標配列
データは、ディスプレイ３上の１点（Ｘ座標値、Ｙ座標値）、この１点を通過したときの
ストロークの開示時刻からの差分の時刻（ｍｓ）、及び、この１点における電子ペン４の
筆圧の各情報を示している。即ち、図１３に示されている１点の集まりが、図１２に示さ
れている１つの座標配列データで示されている。例えば、ユーザが電子ペン４によってア
ルファベット「Ｓ」を描く場合、一筆書きとなるが、「Ｓ」を描き終えるまでに、複数の
通過点を通過するため、座標配列データは、これら複数の通過点の情報を示している。
【００９５】
　また、図１１に示されているページデータのうちのメディアデータは、図１４に示され
ているように詳細な情報を示している。図１４は、メディアデータを示す概念図である。
図１４に示されているように、メディアデータは、図１１に示されているページデータに
おけるメディアデータＩＤ、メディアデータのデータ種類、ページ処理部３７からページ
データ記憶部３００にページデータが記憶された記録時刻、ページデータによってディス
プレイ３上に表示される画像の位置（Ｘ座標値、Ｙ座標値）及び画像のサイズ（幅、高さ
）、並びにメディアデータの内容を示すデータが関連付けられて示されている。このうち
、ページデータによってディスプレイ３上に表示される画像の位置は、ディスプレイ３の
左上端の座標を（Ｘ座標値，Ｙ座標値）＝（０，０）とした場合に、ページデータによっ
て表示される画像の左上端の位置を示している。
【００９６】
　（通信制御部の機能構成）
　続いて、通信制御部６０の機能構成について、詳細に説明する。通信制御部６０は、電
子黒板２０が、外部の装置等（通話端末１０、他の電子黒板２０、伝送管理システム５０
、中継装置８０、プログラム提供システム９０、及びメンテナンスシステム１００）と通
信するための処理を制御する。
【００９７】
　そのため、通信制御部６０は、送受信部６１、ログイン要求部６３、変換部６４、出力
重畳部６５、宛先リスト作成部６７、判断部６８、及び記憶・読出処理部６９を有してい
る。更に、通信制御部６０は、図６に示されているＳＳＤ２０４によって構築される記憶
部６０００を有している。
【００９８】
　また、通信制御部６０は、図８に示されている通話端末１０の機能構成の一部を有して
いる。即ち、通信制御部６０の送受信部６１、ログイン要求部６３、宛先リスト作成部６
７、及び記憶・読出処理部６９は、それぞれ通話端末１０の送受信部１１、ログイン要求
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部１３、宛先リスト作成部１７、及び記憶・読出処理部１９と同様の処理を行う。また、
通信制御部６０の記憶部６０００は、通話端末１０の記憶部１０００と同様の役割を果た
す。そのため、これらの説明は省略する。
【００９９】
　一方、変換部６４は、送受信部６１によって受信された後述の処理能力情報が、相手端
末（他の伝送端末）に座標データに対する処理能力がない旨を示す場合には、座標データ
を画像データに変換する。
【０１００】
　出力重畳部６５は、画像データと画像データを重畳させる。
【０１０１】
　判断部６８は、送受信部６１によって受信された後述の処理能力情報が、相手端末（他
の伝送端末）に座標データに対する処理能力がない旨を示す場合には、他の伝送端末に座
標データを送信しないと判断する。また、判断部６８は、送受信部６１によって受信され
た後述の処理能力情報が、相手端末（他の伝送端末）に座標データに対する処理能力があ
る旨を示す場合には、他の伝送端末に座標データを送信すると判断する。
【０１０２】
　＜伝送管理システムの機能構成＞
　次に、図１５乃至図１８を用いて、伝送管理システム５０の機能構成について説明する
。伝送管理システム５０は、図７に示されているハードウェア構成及び端末管理用プログ
ラムの実行によって、送受信部５１、認証部５２、判断部５８及び記憶・読出処理部５９
等の各手段（機能）を有している。
【０１０３】
　また、伝送管理システム５０は、図７に示されているＨＤ５０４によって構築される記
憶部５０００を有している。この記憶部５０００には、図２０に示されている宛先リスト
画面における宛先リスト枠データ（図２０３で示されている「０１ａａ」、「ＡＡ通話端
末」等の宛先リスト内容情報は含まれない）が記憶されている。
【０１０４】
　（認証管理テーブル）
　記憶部５０００には、図１６に示されているような認証管理テーブルによって構成され
ている認証管理ＤＢ５００１が構築されている。この認証管理テーブルには、伝送管理シ
ステム５０によって管理される全ての伝送端末（通話端末１０及び電子黒板２０）の各端
末ＩＤに対して、各パスワードが関連付けられた関連情報が管理されている。例えば、図
１６に示されている認証管理テーブルにおいて、端末１０ａａの端末ＩＤは「０１ａａ」
で、パスワードは「ａａａａ」であることが表されている。
【０１０５】
　（端末管理テーブル）
　また、記憶部５０００には、図１７示されているような端末管理テーブルによって構成
されている端末管理ＤＢ５００２が構築されている。この端末管理テーブルには、各伝送
端末（通話端末１０及び電子黒板２０）の端末ＩＤ毎に、各伝送端末の端末名、伝送端末
のＩＰアドレス、及び各伝送端末の処理能力を示す処理能力情報が関連付けられた関連情
報が管理されている。処理能力は、各伝送端末がデータのファイル形式、圧縮方式及び記
録方式等を解釈して再生等の処理を行うことができる能力である。なお、以下では、説明
を簡略化するために、上記ストローク配列データを「座標データ」として表し、上記メデ
ィアデータを「画像データ」として表す。そして、端末管理ＤＢ５００２で管理されてい
る処理能力情報には、画像データを処理可能である旨を示す「画像データ」、又は、この
「画像データ」及び座標データを処理可能である旨を示す「座標データ」が含まれている
。
【０１０６】
　例えば、図１７に示されている端末管理テーブルにおいて、端末ＩＤが「０１ａａ」の
通話端末１０ａａは、端末名が「ＡＡ通話端末」で、この通話端末１０ａａのＩＰアドレ
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スが「１．２．１．３」で、処理能力が「画像データ」あることが示されている。また、
端末ＩＤ「０１ａａ」の通話端末１０ａａの処理能力として、画像データを解釈して再生
等の処理ができることが表されているのに対して、端末ＩＤ「０２ａａ」の電子黒板Ａの
処理能力として、画像データだけでなく座標データを解釈して再生等の処理ができること
が表されている。
【０１０７】
　（宛先リスト管理テーブル）
　更に、記憶部５０００には、図１８に示されているような宛先リスト管理テーブルによ
って構成されている宛先リスト管理ＤＢ５００３が構築されている。この宛先リスト管理
テーブルには、テレビ会議等における通話の開始を要求する開始端末の端末ＩＤ毎に、宛
先端末の候補として登録されている宛先候補の端末ＩＤが関連付けられた関連情報が管理
されている。
【０１０８】
　例えば、図１８に示されている宛先リスト管理テーブルにおいて、端末ＩＤが「０１ａ
ａ」である開始端末（端末１０ａａ）からテレビ会議等における通話の開始を要求するこ
とができる宛先候補は、端末ＩＤが「０１ａｂ」の端末１０ａｂ等であることが示されて
いる。なお、宛先候補の端末ＩＤは、任意の開始端末から伝送管理システム５０に対する
追加又は削除の要請により、追加又は削除されることで更新される。
【０１０９】
　（伝送管理システムの機能構成）
　次に、図１５を用いて、伝送管理システム５０の機能構成について説明する。
【０１１０】
　送受信部５１は、通信ネットワーク２を介して他の端末、装置又はシステムと各種デー
タ（または情報）の送受信を行う。
【０１１１】
　認証部５２は、送受信部５１を介して受信されたログイン要求に含まれている端末ＩＤ
及びパスワードを検索キーとし、記憶部５０００の認証管理ＤＢ５００１を検索し、認証
管理ＤＢ５００１に同一の組の端末ＩＤ及びパスワードが管理されているかを判断するこ
とによって端末認証を行う。
【０１１２】
　判断部５８は、記憶・読出処理部５９によって端末管理ＤＢ５００２から読み出された
処理能力情報に基づき、開始端末及び宛先端末のそれぞれに対して、他の伝送端末として
の相手端末（開始端末の相手端末は宛先端末、宛先端末の相手端末は開始端末）の処理能
力情報を送信するか否かを判断する。
【０１１３】
　記憶・読出処理部５９は、記憶部５０００に各種データを記憶したり、記憶部５０００
に記憶された各種データを読み出す処理を行う。
【０１１４】
　＜実施形態の動作又は処理＞
　続いて、図１９乃至図２１を用いて、本実施形態の動作又は処理について説明する。な
お、図１９は、通話端末間で映像データの送受信を開始する準備段階の処理を示したシー
ケンス図である。図２０は、宛先リスト画面の概念図である。図２１は、宛先候補の選択
から映像データの送受信を開始するまでの処理を示したシーケンス図である。
【０１１５】
　ここでは、開始端末としての伝送端末（電子黒板２０ａ）と、宛先端末としての伝送端
末（通話端末１０ａａ）との間で、映像データの送受信を開始する前の準備段階における
各管理情報の送受信処理について説明する。なお、図１９及び図２１では、全て管理情報
用セッションｓｅｉによって、各種管理情報が送受信される処理が示されている。
【０１１６】
　まず、電子黒板２０ａの利用者が、不図示の電子黒板２０ａの電源スイッチをＯＮにす
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ると、電源がＯＮになる（ステップＳ４１）。そして、ログイン要求部６３は、上記電源
ＯＮを契機とし、送受信部６１から通信ネットワーク２を介して伝送管理システム５０に
、ログイン要求を自動的に送信する（ステップＳ４２）。これにより、伝送管理システム
５０の送受信部５１は、ログイン要求を受信する。このログイン要求には、電子黒板２０
ａとしての開始端末を識別するための端末ＩＤ、及びパスワードが含まれている。これら
端末ＩＤ、及びパスワードは、記憶・読出処理部６９を介して記憶部６０００から読み出
されて、送受信部６１に送られたデータである。なお、電子黒板２０ａから伝送管理シス
テム５０へログイン要求が送信される際は、受信側である伝送管理システム５０は、送信
側である電子黒板２０ａのＩＰアドレスを取得することができる。
【０１１７】
　次に、伝送管理システム５０の認証部５２は、送受信部５１を介して受信したログイン
要求に含まれている端末ＩＤ及びパスワードを検索キーとして、記憶部５０００の認証管
理ＤＢ５００１（図１６参照）を検索し、認証管理ＤＢ５００１に同一の端末ＩＤ及び同
一のパスワードが管理されているかを判断することによって端末認証を行う（ステップＳ
４３）。この認証部５２によって、同一の端末ＩＤ及び同一のパスワードが管理されてい
るため、正当な利用権限を有する開始端末からのログイン要求であると判断された場合に
は、記憶・読出処理部５９は、記憶部５０００から、宛先リスト枠データを読み出す（ス
テップＳ４４）。本実施形態では、認証部５２によって正当な利用権限を有する端末であ
ると判断された場合につき、以下続けて説明する。
【０１１８】
　次に、送受信部５１は、上記認証部５２によって得られた認証結果が示された認証結果
情報を、通信ネットワーク２を介して、上記ログイン要求してきた開始端末（電子黒板２
０ａ）に送信する（ステップＳ４５）。これにより、開始端末（電子黒板２０ａ）の送受
信部６１は、認証結果情報を受信する。この認証結果情報には、上記ステップＳ４４によ
って読み出された宛先リスト枠データが含まれている。
【０１１９】
　次に、開始端末（電子黒板２０ａ）では、正当な利用権限を有する端末であると判断さ
れた結果が示された認証結果情報を受信すると、送受信部６１が通信ネットワーク２を介
して伝送管理システム５０へ、宛先リストの内容を要求する（ステップＳ４６）。これに
より、伝送管理システム５０の送受信部５１は、宛先リストの内容の要求を受信する。こ
の要求には、開始端末（電子黒板２０ａ）の端末ＩＤが含まれている。
【０１２０】
　次に、伝送管理システム５０の記憶・読出処理部５９は、上記ステップＳ４６によって
受信された開始端末（電子黒板２０ａ）の端末ＩＤ「０２ａａ」を検索キーとして、宛先
リスト管理ＤＢ５００３（図１８参照）を検索し、対応する全ての宛先候補の端末ＩＤを
読み出す（ステップＳ４７）。更に、記憶・読出処理部５９は、ステップＳ４７によって
読み出した各端末ＩＤを検索キーとして、端末管理ＤＢ５００２（図１７参照）を検索し
、対応する宛先候補の端末名を読み出す（ステップＳ４８）。
【０１２１】
　次に、伝送管理システム５０の送受信部５１は、通信ネットワーク２を介して開始端末
（電子黒板２０ａ）へ、宛先リスト内容情報を送信する（ステップＳ４９）。これにより
、開始端末（電子黒板２０ａ）の送受信部１１は、宛先リスト内容情報を受信する。この
宛先リスト内容情報には、上記ステップＳ４７，Ｓ４８によって読み出された、宛先候補
の端末ＩＤ、及び宛先候補の端末名が含まれている。
【０１２２】
　次に、開始端末（電子黒板２０ａ）の宛先リスト作成部６７は、上記ステップＳ４５に
よって受信された宛先リスト枠データ、及び上記ステップＳ４９によって受信された宛先
リスト内容情報を用いて、宛先リストを作成し、画像処理部３０に出力する（ステップＳ
５０）。そして、画像処理部３０の表示重畳部３６は、映像重畳部２８を介して、ディス
プレイ３上に、図２０に示されている宛先リスト画面を表示する（ステップＳ５１）。な
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お、上記ステップＳ４９によって、伝送管理システム５０から送られて来た「宛先名」は
、図２０に示されているように、宛先リスト画面では、「宛先名」として表示される。
【０１２３】
　続いて、図２１を用いて、開始端末としての伝送端末（電子黒板２０ａ）における宛先
候補の選択から、宛先端末としての伝送端末（通話端末１０ａａ）との間で映像データの
送受信を開始するまでの処理を説明する。
【０１２４】
　まず、開始端末（電子黒板２０ａ）の送受信部６１は、伝送管理システム５０に対して
、映像データの送受信を開始したい旨を示す開始要求を送信する(ステップＳ１０１)。こ
れにより、伝送管理システム５０の送受信部５１は、開始要求を受信する。また、開始要
求には、開始端末（電子黒板２０ａ）の端末ＩＤ、及び宛先端末（通話端末１０ａａ）の
端末ＩＤが含まれている。
【０１２５】
　次に、送受信部５１は、中継装置８０を介して通信を行うために使用されるセッション
を特定するためのセッションＩＤを生成する（ステップＳ１０２）。
【０１２６】
　次に、記憶・読出処理部５９は、上記ステップＳ１０１によって受信された各端末ＩＤ
を検索キーとして、記憶部５０００の端末管理ＤＢ５００２（図１７参照）を検索するこ
とにより、対応する処理能力情報を読み出す(ステップＳ１０３)。
【０１２７】
　次に、判断部５８は、記憶・読出処理部５９によって読み出された処理能力情報に基づ
き、開始端末（電子黒板２０ａ）及び宛先端末（通話端末１０ａａ）のそれぞれに対して
、相手端末（開始端末の相手端末は宛先端末、宛先端末の相手端末は開始端末）の処理能
力情報を送信するか否かを判断する（ステップＳ１０４）。この判断は、伝送端末が座標
データの処理能力を有している場合には、相手端末の処理能力を示す処理能力情報を送信
し、伝送端末が座標データの処理能力を有していない場合には、相手端末の処理能力を示
す処理能力情報を送信しないという基準に基づいて行われる。これにより、伝送端末は、
相手端末に座標データの処理能力がない旨の処理能力情報を受信した場合には、相手端末
に対して、座標データを送信しても無駄であるため、画像データ及び座標データを送信す
る処理から、画像データを送信するが座標データを送信しない処理に切り替えることで、
ざわざわ座標データを送らないで済む。なお、伝送管理システムが、座標データの処理能
力がない伝送端末に、相手端末の処理能力を示す処理能力情報を送信しないのは、この伝
送端末では上記のような処理の切り替えが行われないため、このような伝送端末に処理能
力情報を送信しても無駄だからである。
【０１２８】
　次に、送受信部６１は、開始端末（電子黒板２０ａ）に対して、セッションＩＤが含ま
れたセッション開始指示、宛先端末のＩＰアドレス、及び相手端末である宛先端末（通話
端末１０ａａ）の処理能力情報を送信する（ステップＳ１０５）。このうち、セッション
ＩＤは、上記ステップＳ１０２によって作成されたセッションＩＤである。宛先端末のＩ
Ｐアドレスは、記憶・読出処理部５９が上記ステップＳ１０１によって受信された宛先端
末の端末ＩＤを検索キーとして端末管理ＤＢ（図１７参照）を検索することにより、読み
出したＩＰアドレスである。処理能力情報は、上記ステップＳ１０３によって読み出され
た処理能力情報である。ここでは、端末管理ＤＢ５００２（図１７参照）に示されている
ように、通話端末１０ａａの端末ＩＤ「０１ａａ」に関連付けられている処理能力情報は
、画像データを処理可能である旨を示す「画像データ」のみであるため、上記ステップＳ
１０５によって送信される処理能力情報には、画像データを処理可能である旨のみが含ま
れ、座標データを処理可能である旨は含まれない。これにより、開始端末（電子黒板２０
ａ）の送受信部６１は、セッション開始指示、宛先端末のＩＰアドレス、及び相手端末で
ある宛先端末（通話端末１０ａａ）の処理能力情報を受信する。なお、図１７に示されて
いる例では、全ての処理能力情報に、画像データを処理可能である旨を示す「画像データ



(20) JP 6343897 B2 2018.6.20

10

20

30

40

50

」が含まれているため、端末管理ＤＢ５００２は、あえて画像データを処理可能である旨
を示す「画像データ」を管理する必要はなく、座標データを処理可能である旨を示す「座
標データ」のみを管理してもよい。
【０１２９】
　更に、送受信部６１は、宛先端末（通話端末１０ａａ）に対して、セッションＩＤが含
まれたセッション開始指示、及び開始端末のＩＰアドレスを送信する（ステップＳ１０６
）。このうち、セッションＩＤは、上記ステップＳ１０２によって作成されたセッション
ＩＤである。開始端末のＩＰアドレスは、記憶・読出処理部５９が上記ステップＳ１０１
によって受信された開始端末の端末ＩＤを検索キーとして端末管理ＤＢ（図１７参照）を
検索することにより、読み出したＩＰアドレスである。処理能力情報は、上記ステップＳ
１０３によって読み出された処理能力情報である。これにより、宛先端末（通話端末１０
ａａ）の送受信部１１は、セッション開始指示、及び開始端末のＩＰアドレスを受信する
。なお、伝送管理システム５０が宛先端末（通話端末１０ａａ）に対して、相手端末であ
る開始端末（電子黒板２０ａ）の処理能力情報を送信しないのは、上述のように、宛先端
末（通話端末１０ａａ）に処理能力情報を送信しても無駄だからである。
【０１３０】
　次に、開始端末（電子黒板２０ａ）の判断部６８は、上記ステップＳ１０５によって受
信された、相手端末である開始端末（電子黒板２０ａ）の処理能力情報に基づいて、相手
端末である開始端末（電子黒板２０ａ）に座標データを送信するか否かを判断する（ステ
ップＳ１０７）。具体的には、処理能力情報に、画像データを処理可能である旨を示す「
画像データ」及び座標データを処理可能である旨を示す「座標データ」が含まれている場
合には、判断部６８は、相手端末に対して、画像データ及び座標データの両方を送信する
ものと判断する。また、処理能力情報に、座標データを処理可能である旨を示す「座標デ
ータ」が含まれておらず、画像データを処理可能である旨を示す「画像データ」が含まれ
ている場合には、判断部６８は、相手端末に対して、座標データを送信せず、画像データ
を送信するものと判断する。
【０１３１】
　次に、開始端末（電子黒板２０ａ）及び宛先端末（通話端末１０ａａ）は、上記ステッ
プＳ１０５，Ｓ１０６によって、受信した相手端末のＩＰアドレスを利用して、通信セッ
ションを確立する(ステップＳ１０８)。
【０１３２】
　次に、上記ステップＳ１０７によって、判断部６８が座標データを送信しないと判断し
た場合には、変換部６４が、画像処理部３０から送られて来る画像データ（第１の画像デ
ータの一例）及び座標データのうち、座標データを画像データ（第２の画像データの一例
）に変換する（ステップＳ１０９）。そして、出力重畳部６５は、変換部６４によって変
換された後の画像データ（第２の画像データの一例）と、画像処理部３０から送られて来
る画像データ（第１の画像データの一例）とを重畳する（ステップＳ１１０）。
【０１３３】
　次に、送受信部６１は、出力重畳部６５によって重畳された語の画像データを、中継装
置２０を介して、宛先端末（通話端末１０ａａ）に送信する（ステップＳ１１１）。これ
により、宛先端末（通話端末１０ａａ）が、座標データを処理することができなくても、
画像データとして送られるため、宛先端末（通話端末１０ａａ）ではディスプレイ１２０
ａａに、座標データに基づく画像を表示させることができる。
【０１３４】
　＜＜実施形態の主な効果＞＞
　以上説明したように本実施形態の電子黒板２０によれば、相手端末が座標データのファ
イル形式等を解釈して再生等の処理を行うことができる処理能力を有していない通話端末
１０の場合であっても、座標データから画像データに変換して送信するため、通話端末１
０では、座標データに基づく画像を再生することができるという効果を奏する。
【０１３５】
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　＜＜その他の実施形態＞＞
　なお、伝送システム１は、伝送端末間がコミュニケーション可能なコミュニケーション
システムであれば、任意のシステムに適用できる。例えば、テレビ（ビデオ）会議システ
ム、音会議システム、音電話システム（携帯電話システムを含む）、テキストチャットシ
ステム、又はホワイトボード共有システムなどに適用できる。また、伝送端末は、上述し
たコミュニケーションシステムの専用端末やゲームの専用端末であってもよいし、パーソ
ナルコンピュータ、スマートフォン、携帯電話端末又はタブレット型端末などの汎用端末
であってもよい。
【０１３６】
　また、上記各プログラムは、インストール可能な形式又は実行可能な形式のファイルで
、ＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録して流通させるように
してもよい。
【符号の説明】
【０１３７】
１　伝送システム
１０　通話端末（伝送端末の一例）
２０　電子黒板（伝送端末の一例）
５０　伝送管理システム
５１　送受信部
５２　認証部
５８　判断部
５９　記憶・読出処理部
６０　通信制御部
６１　送受信部（送信手段の一例、受信手段の一例）
６３　ログイン要求部
６４　変換部（変換手段の一例）
６５　出力重畳部６５（重畳手段の一例）
６７　宛先リスト作成部６７
６８　判断部（判断手段の一例）
６９　記憶・読出処理部
５０００　記憶部
５００１　認証管理ＤＢ
５００２　端末管理ＤＢ
５００３　宛先リスト管理ＤＢ
６０００　記憶部
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１３８】
【特許文献１】特開２００６－０７４４５３号公報
【特許文献２】特開２００８－０９７３７１号公報



(22) JP 6343897 B2 2018.6.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(23) JP 6343897 B2 2018.6.20

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(24) JP 6343897 B2 2018.6.20

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(25) JP 6343897 B2 2018.6.20

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(26) JP 6343897 B2 2018.6.20

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(27) JP 6343897 B2 2018.6.20

【図２１】



(28) JP 6343897 B2 2018.6.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０７－０７９２８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０９７３７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０９００７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１６３３３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－００９２２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２３２１８７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　７／１４－　７／１７３
              Ｈ０４Ｎ　　２１／００－２１／８５８
              　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

